
第8期最近の財政金融と大蔵省

することを目標として，第1次自由化を実施した42年

7月を起点に目標時点までの間， 1年ないし2年程度

の期間をおいて順次実施してし、く方針であるO この方

針にそって， 45年中に第3次自由化，さらに46年度末ま

でに第4次自由化を実施するという運びが考えられる。

(4)経済協力の積極化

経済協力の積極化については，第4章第7節で述べ

たが，1970年を迎えるにあたり，いわゆる「第2次国連

開発の10年」における経済協力の構想が各方面で策定

されつつある。 44年4月シドニーで開催されたアジア

開発銀行第2回総会において，福田大蔵大臣は，アジ

アに対する経済協力を5年後までに倍増していきたい

旨を述べ，わが国の経済協力に関する努力目標を示し

た。今後の協力内容と しては，特に付)多国間協力の活

用， (ロ)民間ベースの協力の推進，り技術協力の推進，

与)各種協力の密接な連携が重要であるo

10 造幣，印制，専売行政の動向

(1)造幣行政

近年のわが国経済の成長等によって貨幣需要が著し

く増大し，同時にその需要変動幅が拡大する傾向が強

くなった。そこで，貨幣製造担当部門である造幣局が

貨幣供給の弾力性を保有する必要がある との観点から，

業務量の伸縮が自由な外国貨幣の製造受注をねらいと

建設が進む万国博覧会会場

394 

して，昭和44年度から現行補助貨幣の海外向け頒布を

実施することとなった。 44年度の頒布予定数量は，製

造能力等の関係から10万セ ットを限度とし， 主要国の

政府および中央銀行に頒布するとともに，海外の希望

者に対しでも，あらかじめ予約を受け付けたうえで製

造頒布することとしている。

(2)印刷行政

印刷行政については， 36年度から4年度にかけて，

新鋭印刷機械の導入等設備の近代化と拡充計画が実施

された。その結果，印刷設備および技術の面で世界的

水準に達することができた。しかし 36年度以前に印

刷された紙幣については，技術的に偽造抵抗性が弱い

などの問題がある。特に 5∞円券は，最近の偽造券発

生件数において常に上位を占めているため，43年 5月，

改刷の方針が決定され， 44年秋の新券発行を目途に，

44年度初めから印刷が開始されている。

(3)専売行政

専売行政については，まず，たばこ消費税制度への

移行の問題がある。すでに第5章第2節で、述べたとお

り，専売事業審議会，財政制度審議会および税制調査

会がそれぞれの立場からこの問題を検討 し，いずれも

専売納付金制度を改正したばこ消費税制度に移行す

べきである との結論に達し， その旨答申を行なった。

大蔵省および専売公社は， 44年度

から新制度に改めるための努力を

したが，関係者聞の調整および関

係団体の懸念払拭のため，なおい

っそうの時間をかける必要があり ，

結局， 44年度からの移行を見送り，

さらに 1年間検討を統けることと

した。また，同 じく第5章第2節

で‘述べたように公社の塩事業につ

いては，イオン交換膜製塩法の本

格的企業化に伴う困内塩業の根本

的再編成が専売行政のもう一つの

大きな課題となっている。
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